
４　傍聴された事業

Ｑ１　何で知ったか

Ｑ２　事業調書について

0 4 2

人対象事業名（テーマ）

広報事業（魅力的な広報）

Ｑ８　今後対象にした方がよいと思うテーマ・事業

0 2

5

ある 特にないある 特にない

Ｑ６　次回以降の傍聴の有無
はい いいえ どちらともいえない
2 0

わからない

わからない
5 0 2 2 0 2

2

Ｑ４　コーディネーター・公募市民の質問など Ｑ５　時間配分
よかった 悪かった どちらともいえない ちょうどよかった 長かった 短かった

5 2 0 5 0 2

Ｑ３　説明者の説明
わかりやすかった わかりにくかった どちらともいえない わかりやすかった わかりにくかった どちらともいえない

広報誌 ホームページ 知人 その他
1 3 3 1

1救急活動事業（救急車の適正利用への方策）

2小学校教育支援事業（外国語教育を通じた小・中学校の連携）

4高齢者生きがいづくり推進事業（効果的な祝福事業のあり方）

0観光推進事業（川西の魅力の創造と発信）

計 7

0

無回答 0 0.0

2

1 2 2 2 0
女性 3 42.9

６０以上 無回答

男性 4 57.1 3 4 0 7 0
計 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代性別 人 （％） 市内 市外 無回答

7 7 100.0 ※アンケート結果の概要は、以下のとおり

１　男女比 ２　住所 ３　年齢（人）

Ｑ７　関心を持った事業

・５つの事業を５回シリーズで市民とともにディスカッションすることについては、深く事業を理解してもらうという点に
おいて、意義があると思った。
しかし、一方で、議論が行き詰ってしまうこともあることが想定され、事業の選定が相当難しいのではないかとも感じ
た。

Ｑ９　今回の事業ディスカッションに関するご意見、ご感想（抜粋）

・事業ディスカッションという取組みを広く市民に見てもらうのは難しいという感想をもった。

「かわにし事業ディスカッション２０１３（第４回）」アンケート結果の概要

と　　　き 来場者（人） アンケート回答者（人） 回答率（％）

10月13日（日）


